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35 円  金魚　　近
ちかとも

友　勝
かつひこ

彦（岡山県）③

　本作品は、昭和 27 年（1952）５月 10 日に発行された “35 円 金魚 ” 切手を製造面と使用面から追求した専門コレ
クションである。内容はカラートライアル、原乾板の分類、定常変種、製造バラエティ、各種使用例を中心に纏めた。
平成９年（1997）の全日本切手展「35 円 金魚」において、“ 印刷庁銘 ”、及び “ 大蔵省銘 ” の同じ pos.88 に「郵に刀傷」
が存在することを初めて示して以来、27 年振りの再出品である。注目のアイテムは、（１） カラートライアルの 18
枚ブロック、（２） 印刷庁銘 P ⑴・P ⑵、大蔵省銘 P ⑵・P ⑶の銘版付 10 枚ブロックの各々Ａシート・Ｂシート全８
種類揃い、（３）即日速達の広島郵政局管内での使用例、（４）国内航空便、（５）はがきの配達証明、（６）墜落事故機
に搭載されていた国際航空便、（７）国交回復前のソビエト連邦宛はがき等である。
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